
様式第二十二号(第百五十七条関係) 

(表 面) 

第二百十五条 医師、歯科医師、薬剤師若しくは
手当を行った者又はこれを使用する者が、第六
十条第一項(第百四十九条において準用する場合
を含む。)の規定により、報告若しくは診療録、
帳簿書類その他の物件の提示を命ぜられ、正当
な理由がなくてこれに従わず、又は同項の規定
による当該職員の質問に対して、正当な理由が
なくて答弁せず、若しくは虚偽の答弁をしたと
きは、十万円以下の過料に処する。 
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健康保険法(抄) 

 (診療録の提示等) 
第六十条 厚生労働大臣は、保険給付を行うにつ
き必要があると認めるときは、医師、歯科医
師、薬剤師若しくは手当を行った者又はこれを
使用する者に対し、その行った診療、薬剤の支
給又は手当に関し、報告若しくは診療録、帳簿
書類その他の物件の提示を命じ、又は当該職員
に質問させることができる。 

2 厚生労働大臣は、必要があると認めるときは、
療養の給付又は入院時食事療養費、入院時生活
療養費、保険外併用療養費、療養費、訪問看護
療養費、家族療養費若しくは家族訪問看護療養
費の支給を受けた被保険者又は被保険者であっ
た者に対し、当該保険給付に係る診療、調剤又
は第八十八条第一項に規定する指定訪問看護の
内容に関し、報告を命じ、又は当該職員に質問
させることができる。 

3 第七条の三十八第二項の規定は前二項の規定に
よる質問について、同条第三項の規定は前二項
の規定による権限について準用する。 

第二百十条 被保険者又は被保険者であった者
が、第六十条第二項(第百四十九条において準用
する場合を含む。)の規定により、報告を命ぜら
れ、正当な理由がなくてこれに従わず、又は同
項の規定による当該職員の質問に対して、正当
な理由がなくて答弁せず、若しくは虚偽の答弁
をしたときは、三十万円以下の罰金に処する。 

  

厚生労働大臣、
地方厚生局長又
は地方厚生支局
長

印 

  

  

備考 この用紙は、A列7番とし、厚紙を用い、中央の点線の所から二つ折とすること。 


